
近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

は
じ
め
に

『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
を
中
心
に

　
近
世
は
怪
談
本
の
流
行
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
噺
矢
と
な
っ
た
書
が
、
浅

井
了
意
『
伽
婢
子
』
（
寛
文
六
二
六
六
六
〉
年
刊
）
で
あ
る
こ
と
は
周
知
で

あ
ろ
う
。
同
書
は
、
中
国
説
話
の
翻
案
と
い
う
手
法
を
用
い
た
怪
談
集
で
、
後

続
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
同
系
統
の
作
品
の
中
で
、
『
伽

婢
子
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
を
除
い
て
は
、
十
分
に
研
究
が
進
ん
で
い
る
と

は
言
い
難
い
。
『
伽
婢
子
』
以
外
に
も
興
味
深
い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
時
期
的
に
も
早
い
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
を
取
り
あ
げ
る
。
同

作
品
の
主
な
先
行
研
究
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

　
ま
ず
麻
生
磯
次
氏
『
江
戸
文
学
と
中
国
文
学
』
⊃
一
省
堂
、
▽
几
四
六
年
）

は
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
巻
二
の
Ｉ
「
遊
魂
之
契
」
を
『
離
魂
記
』
に
、
巻
二

の
四
「
好
呼
夢
語
」
を
「
楊
太
真
外
伝
」
に
、
巻
三
の
Ｉ
「
因
果
之
明
鏡
」
を

二
〇

神
　
明
　
あ
さ
子

「
楷
紳
脛
説
」
に
、
巻
五
の
三
「
依
業
因
糞
土
入
死
」
を
『
李
赤
伝
』
に
依
拠

す
る
と
し
た
。
そ
の
後
、
神
谷
勝
広
氏
『
近
世
文
学
と
和
製
類
書
』
（
若
草
書

房
、
▽
几
九
九
年
）
は
、
「
鯖
呼
夢
語
」
と
「
因
果
之
明
鏡
」
は
、
和
製
類
書

で
あ
る
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
を
介
し
て
中
国
説
話
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
他
に
巻
三
の
二
「
世
垢
雪
岩
水
」
、
巻
四
の
Ｉ
「
魚
腹
之
鏡
」
を
加
え
た

計
四
話
が
、
直
接
に
は
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
研
究
は
典
拠
の
指
摘
に
と
ど
ま
り
、

作
者
が
典
拠
以
外
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
創
作
し
た
か
ま
で
は
言
及
し
て
い
な

い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
に
つ
い
て
、
ま
ず

新
た
に
発
見
し
た
中
国
典
拠
を
四
つ
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
典
拠
以
外
の
部

分
に
注
目
し
、
作
者
が
い
か
に
巧
み
に
創
作
を
行
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
い

き
た
い
。



一
、
巻
二
の
二
「
雷
之
言
話
」

　
宮
川
道
達
編
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
（
元
禄
七
〈
一
六
九
四
〉
年
刊
）
は
、
漢

籍
の
故
事
要
言
を
天
地
・
人
君
・
人
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
・
朋
友
・
禽

獣
・
雑
門
等
の
諸
門
に
分
け
て
選
出
し
、
注
釈
を
加
え
た
書
で
あ
る
。
『
拾
遺

御
伽
婢
子
』
に
は
、
先
行
研
究
で
の
指
摘
の
他
に
も
二
話
、
『
訓
蒙
故
事
要
言
』

に
拠
る
章
段
が
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
目
、
巻
二
の
二
「
雷
之
言
話
」
の
全
文
を
次
に
あ
げ
る
。

　
　
関
白
秀
吉
公
い
ま
だ
羽
柴
筑
前
守
と
申
け
る
比
、
播
州
姫
路
に
在
城
し
給

　
　
ひ
し
刻
、
城
外
一
里
程
わ
き
に
、
大
き
成
榎
あ
り
。
時
に
夏
半
な
り
し
に

　
　
墨
雲
か
な
引
わ
た
り
、
稲
光
し
き
り
な
り
し
に
、
雷
崩
る
九
か
ご
と
く
鳴

は
た
め
き
、
雨
う
っ
す
が
如
く
、
終
に
か
の

に
お
ち
か
｀
り
て
‰
此
木

二
つ
に
裂
け
、
そ
の
間
に
雷
は
さ
ま
れ
た
り
、
動
揺
す
る
事
お
び
た
ヽ
し
。

し
ば
し
あ
っ
て
空
は
れ
た
れ
ど
も
、
彼
榎
の
辺
、
雲
と
ぢ
て
動
揺
や
ま
ず
。

国
中
の
貴
賤
あ
っ
ま
り
・
て
、
是
を
う
か
ゞ
ひ
見
る
に
、
雲
、
榎
枝
を
か
す

め
、
文
色
っ
ま
び
ら
か
な
ら
ず
。
怖
て
近
く
者
な
し
。
秀
吉
公
聞
召
、
か

の
所
に
行
て
見
給
ふ
に
、
人
の
申
に
違
は
す
。
雲
ふ
か
く
霧
と
ぢ
て
、
そ

の
わ
か
ち
さ
だ
か
な
ら
ず
。
秀
吉
公
す
な
は
ち
雲
霧
を
わ
け
て
、
樹
下
に

ち
か
づ
き
寄
給
ふ
と
き
、
は
な
は
だ
へ
き
ゑ
き
っ
よ
ふ
し
て
、
動
揺
す
る

事
夥
し
。
さ
れ
ど
牡
秀
吉
公
少
も
お
そ
れ
給
は
ず
、
樹
下
に
立
寄
つ
て
の

近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

た
ま
ひ
け
る
は
、
「
そ

し
、
其
悪
を
い
ま
し
む
、
全
横
道
の
わ
ざ
わ
ひ
を
な
さ
ず
。
然
る
に
此
榎

の
う
ち
に
毒
龍
あ
り
て
、
人
民
に
災
を
な
さ
ん
と
、
天
帝
是
を
い
か
り
て
、

す
な
は
ち
我
に
め
ひ
じ
て
う
た
し
む
。
我
是
を
う
つ
に
あ
や
ま
り
て
、
劈

と
し
て
そ
の
中
狭
に
は
さ
ま
れ
た
り
。
君
ね
が
は
く
は
仁
愛
を
た
れ
て
、

我
を
再
、
雲
上
に
か
へ
る
事
を
得
せ
し
め
給
へ
。
し
か
ら
ば
必
そ
の
高
恩

を
報
ぜ
ん
。
」
と
、
い
ひ
畢
て
暫
動
揺
止
み
ぬ
‰

士

口

公
す
な
は
ち
番
匠

を
召
て
、
こ
の
木
を
挽
割
せ
給
ふ
に
、
雲
漸
々
と
空
に
つ
ら
な
り
、
雲
上

に
鳴
ひ
ゞ
き
て
虚
空
に
飛
さ
り
ぬ
。
そ
れ
よ
り
程
な
く
信
長
を
あ
け
ち
日

向
の
守
し
ゐ
し
て
後
、

が
へ
、
武
威
を
四
一

秀
吉
公
大
軍
を
お
こ
し
明
知
を
亡
、
唐
ま
で
し
た

に
ふ
る
ひ

　
　
（
①
）

ふ

、
併
雲
雷
の
利
生
を
ほ

こ
し
け

　
る
な
り
と
い
ひ
つ
た
へ
た
れ
。

こ
れ
が
、
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
巻
一
天
地
門
ハ
ー
「
雷
公
爽
ぃ
樹
」
、

　
太
平
広
記
云
、
唐
ノ
代
州
ノ
西
ノ
方
十
余
里
二
大
ナ
ル
槐
ノ
木
ア
リ
。
嘗

テ
夏
ノ
時
、
天
俄
二
里
雲
垂
覆
雷
鳴
露
電
閃
キ
輝
キ
（
雷
槐
ノ
木
二
落
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
Ｉ

¬Ａ
そ

れ

雷

は

陽

気

を

体

と

す

ゆ

へ

に

夏

の

は

じ

め

お

め

ま

た
は
衆
生

の
善
悪

を
正

し

積
悪

の
家

に
落
て

わ
ざ

わ
ひ

を
な

ち
雲
雷

な
り

汝

が申

ご
と

く陽
と

く
を
そ

なへ
て

五
穀

を
成

就
せ
し

こ

つ
ス

万

物
を

そ
う
長

し

五
穀
是

に
か
け
て
み

の
る

全
他

の
害
を

と　な
き　さ

に　ず
樹　と
上　聞
よ　し
り　が
う　゛
は　か
が　か

れ　るた　妖

る　怪声　を

に　な
て　す
答　事

へ　心
け　得
る　か

は　た　ヽし

７Ｂご
レ

ド

⑥



｜

ｊ

近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

木
已
二
裂
、
雷
（
裂
タ
ル
木
二
爽
レ
テ
吼
ル
コ
ト
賞
朧
ノ
震
声
ノ
如

シ
、
諸
人
集
マ
リ
観
ル
。
其
吼
声
二
恐
レ
テ
近
寄
ル
者
ナ
シ
。
狭
仁
傑
（

賢
才
ノ
人
ナ
リ
、
代
州
ノ
国
守
ト
ナ
リ
テ
国
事
ヲ
治
ム
。
此
ヲ
聞
犬
副
詞

行
テ
、
此
ヲ
見
テ
進
近
迫
テ

ヲ
問
ヘ
バ
、
雷
答
テ

此

二
龍
ア
リ

テ
住
コ
ト
年
久
シ
。
天
帝
二
乖
コ
ト
有
テ
我
二
命
ジ
テ
逐
シ
ム
。
我
此
ヲ

撃
ン
ト
欲
シ
テ
、
落
ル
勢
二
堪
ズ
シ
テ
還
テ
此
ノ
木
ノ
為
二
爽
レ
タ
リ
。

若
我
ヲ
相
救
フ
者
ア
ラ
バ
、
当
二
厚
ク
此
恩
ヲ
報
ゼ
ン
」
卜
云
‰
狭
仁
傑

得
テ
、
雲
ヲ

シ
テ
天
二
還
り
昇
ル
。

ヨ
リ
狭
仁
傑
日
々
二
官
位
昇
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
②
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
Ｉ

武
田
信
玄
、
徳
川
家
康
な
ど
の
名
も
見
え
る
。

　
本
話
に
お
け
る
作
者
の
工
夫
は
、
秀
吉
と
雷
の
会
話
部
分
で
あ
ろ
う
。
『
訓

蒙
故
事
要
言
』
に
は
秋
仁
傑
の
台
詞
は
な
く
、
波
線
部
Ａ
の
秀
吉
の
言
葉
は

『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
新
た
に
創
作
さ
れ
た
。
秀
吉
は
「
か
か
る
妖
怪
を
な
す

事
心
得
か
た
し
」
と
雷
を
責
め
、
そ
れ
に
対
し
て
雷
は
、
波
線
部
Ｂ
で
己
の
功

徳
を
言
い
訳
が
ま
し
く
語
る
。
こ
れ
は
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
雷
が
天
へ
還
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
部
分
で
は
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』

は
敬
語
を
加
え
、
雷
が
秀
吉
に
対
し
て
下
手
に
出
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え

る
。
秀
吉
に
責
め
ら
れ
た
雷
が
弁
明
し
、
頼
み
を
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
懇
願

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
雷
の
声
に
つ
い
て
、
『
訓
蒙
故
事
要
言
』

の
「
吼
ル
コ
ト
露
座
ノ
震
声
ノ
如
シ
」
に
対
し
て
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
は

「
う
は
が
れ
た
る
声
」
と
描
写
す
る
。
つ
ま
り
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は
雷
を
、

人
智
を
超
え
た
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
臭
い
身
近
な
も
の
と
し
て
造
型

し
、
や
わ
ら
か
み
や
滑
稽
昧
を
付
し
て
い
る
。
章
題
が
、
「
雷
公
爽
ぃ
樹
」
か
ら

「
雷
之
言
話
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
作
者
が
雷
の
会
話
に
重
き

を
置
い
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
二
、
巻
二
の
五
『
因
二
武
功
・
見
二
龍
宮
』

　
二
つ
目
、
巻
二
の
五
『
因
二
武
功
・
見
二
龍
宮
』
も
、
舞
台
を
日
本
に
置
き
換

え
る
際
、
興
味
深
い
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
典
拠
で
あ
る
『
訓
蒙
故
事

を
ふ
ま
え
る
こ
と
は
、
①
大
木
に
雷
が
落
ち
る
、
②
大
木
は
裂
け
、
雷
は
木
の

問
に
挾
ま
る
、
③
国
を
治
め
る
者
が
、
雷
に
近
づ
き
問
い
か
け
る
、
①
雷
は
、

天
帝
の
命
で
木
に
棲
む
毒
龍
を
撃
つ
た
め
に
落
ち
た
の
だ
と
答
え
る
、
⑤
木
を

割
っ
て
雷
を
天
へ
還
す
、
⑥
雷
の
報
恩
に
よ
っ
て
立
身
出
世
を
果
た
す
、
と
い

う
展
開
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。
典
拠
の
『
訓
蒙
故
事
要

言
』
で
雷
を
助
け
る
秋
仁
傑
を
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は
秀
吉
に
変
え
て
い

る
。
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
は
、
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
ゆ
え
か
、
武
士
の
登
場
す

る
話
が
多
く
、
同
じ
く
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
に
拠
る
巻
二
の
四
「
鵠
呼
夢
語
」

も
、
原
話
で
の
玄
宗
皇
帝
を
足
利
義
政
に
変
え
て
お
り
、
著
名
な
武
将
の
名
を

出
す
こ
と
で
舞
台
を
日
本
に
置
き
換
え
て
い
る
。
他
の
章
段
で
は
、
陶
晴
賢
、

②

則

工

匠

ヲ

召

－

ア

鋸

ヲ

以

－

ア

木

ヲ

挽

破

シ

ム

ル

ー

W 一 心

雷

マ

ザ

ー

･ 一 一 心

出

ル

コ

ト

ヲ

ゝ

／

ゝ

シ

ー
ア

天

下

ノ

宰

相

卜

ナ

リ

家

一

吊

栄

玉

フ

コ

ト

雷

ノ

報

恩

一

W一心

由

－
ア

ナ

リ



要
言
』
巻
八
禽
獣
門
二
二
〇
「
狸
々
跨
し
果
」
の
、
全
文
を
次
に
あ
げ
る
。

　
　
太
平
広
記
二
、
唐
ノ
敬
宗
ノ
宝
暦
年
中
二
、
勇
者
ノ
名
ヲ
得
タ
ル
武
卜
云

人
ア
リ
。
夜
門
ヲ
叩
者
ア
リ
、
戸
ヲ
開
テ
窺
見
ル
ニ
ー
≠
狸
々
白
象
二

テ
来
ル
。
武
、
づ
何
事
ゾ
」
卜
問
ヘ
バ
、
狸
々
が
曰
、

此
象
二
讐
ア
リ
。

　
　
我
能
言
コ
ト
ヲ
知
ル
、
ヨ
ツ
テ
吾
ヲ
載
テ
来
ル
」
、
武
ガ
曰
、
「
讐
卜
（
何

　
　
事
ゾ
ヤ
」
、
狸
々
ガ
曰
、
「
此
山
ノ
南
二
百
余
里
二
岩
穴
ア
リ
、
其
中
二
巴

　
　
蛇
ア
リ
、
長
キ
コ
ト
数
尺
目
（
電
光
ノ
如
ク
其
牙
（
剣
刃
ノ
如
シ
、
象
ノ

　
　
呑
ル
｀
コ
ト
其
数
ヲ
知
ズ
‰
願
（
是
ヲ
殺
シ
テ
タ
ビ
玉
へ
」
卜
云
。
武
不

　
　
便
ノ
事
二
思
ヒ
、
毒
ヲ
矢
二
淳
テ
其
処
二
到
ル
。
果
シ
テ
双
目
鏡
ヲ
カ
ケ

　
　
タ
ル
ガ
如
ヽ
岩
ノ
下
ニ
ア
リ
‰
武
則
弓
ヲ
張
テ
ー
発
ス
。
其
目
二
中
ル
時
、

　
　
象
則
武
ヲ
負
テ
奔
、
俄
二
穴
中
雷
孔
ス
ル
事
夥
シ
、
蛇
躍
出
テ
婉
テ
死
ス
。

　
　
乃
穴
ノ
中
ノ
側
ヲ
見
レ
バ
、
象
骨
山
ノ
如
二
積
タ
リ
。
時
二
十
象
来
リ
≒
）

　
　
各
紅
牙
一
株
ヲ
鼻
ヲ
以
テ
巻
テ
、
武
二
献
ジ
脆
テ
礼
ヲ
ナ
セ
リ
。
博
物
志

　
　
曰
、
巴
蛇
呑
象
三
歳
出
其
骨
ト
ア
リ
。

　
こ
れ
を
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は
ど
の
よ
う
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
日
本
の
話

に
置
き
換
え
て
い
る
の
か
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
人
物
は
、
「
武
卜
云
人
」
の

代
わ
り
に
、
勢
州
安
濃
津
の
文
武
に
秀
で
た
侍
、
羽
山
藤
太
夫
と
し
て
設
定
さ

れ
る
。
あ
る
夜
、
羽
山
の
家
の
門
を
叩
く
者
が
あ
り
、
開
け
て
み
る
と
、

ざ
る
物
を
ち
や
く
し
た
り
。
羽
山
そ
の
有
様
の
異
相
な
る
事
を
あ
や
し
ん

で
、
刀
の
柄
に
手
を
か
け
、

お
の
れ
何
も
の
な
れ
ば
あ
や
し
き
｛

を
あ

ら
は
す
や
。
人
に
こ
そ
よ
れ
、
此
羽
山
を
た
ふ
ら
か
さ
ん
と
は
思
ひ
も
よ

ら
ず
」
と
申
け
れ
ば
、
そ
の
時
彼
異
人
、
「
御
不
審
は
尤
な
り
。
我
海
底

に

七
狸
々
と
云
ふ
者
な
り
七

り
○

を
君
の

こ
れ
な
る
亀
年
こ
ろ
位
を
あ
ら
そ
ふ
大
敵
あ

を
か
り
て
「

治
せ
ん
が
た
め
、
た
の
み
み

る

な
り
。

し
か
る
を
我
よ
く
も
の
い
ふ
者
な
る

り
し
」
と
答
ふ
。

と
い
う
、
狸
々
が
頼
み
事
に
来
る
展
開
は
同
じ
で
、
白
象
を
亀
に
変
え
て
い
る

点
の
み
が
異
な
る
。
白
象
を
亀
に
変
え
る
に
あ
た
っ
て
、
敵
は
巴
蛇
か
ら
鯨
に
、

舞
台
は
山
か
ら
龍
宮
に
変
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
羽
山
は
亀
の
背
に
乗
せ
ら
れ

て
海
へ
入
り
、
龍
宮
に
至
り
手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
る
。
も
て
な
し
の
場
面

は
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
で
は
全
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』

に
お
い
て
は
、
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白
波
左
右
へ
わ
か
れ
て
、
海
中
十
四
五
町
も
行
ぬ
ら
ん
と
思
ひ
た
れ
は
、

　
　
か
う
く
た
る
平
沙
に
出
た
り
。
蒼
天
白
日
常
の
ご
と
し
。
こ
わ
そ
も
ふ
し

　
　
ぎ
の
世
界
に
来
り
し
も
の
か
な
と
、
あ
た
り
を
見
め
く
ら
す
に
、
草
木
土

　
　
石
の
宮
う
る
は
し
き
事
な
宍
の
な
ら
ず
。
め
な
れ
さ
る
て
ひ
言
語
に
つ
く

　
　
し
が
た
し
。
扨
か
め
よ
り
お
り
し
か
ば
、
亀
は
い
づ
ち
と
も
な
く
う
せ
ぬ
。

　
　
と
き
に
先
の
異
人
、
こ
な
た
へ
き
た
り
給
へ
と
道
び
き
行
、
そ
の
あ
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三

其
長
三
尺
ば
か
り
な
る
小
人
な
り
。
大
き
な
る
亀
に
乗
り
き
た
る
。
月
影

に
見
れ
ば
頭
は
赤
ふ
し
て
紅
の
ご
と
く
、
身
に
は
絹
布
の
わ
か
ち
も
見
へ

　
　
　
近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

③

①

し
か
る
を
我
よ
く
も
の
い
ふ
者
な
る
が
ゆ
へ
に

か
め
に
や
と
は

れ
き
た



　
　
　
　
　
近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

　
　
十
町
斗
も
過
な
ん
と
思
へ
ば
、
一
つ
の
楼
門
に
至
る
。
そ
の
き
れ
い
こ
ん

　
　
し
や
う
な
る
事
い
ふ
斗
な
し
。
内
に
入
ぬ
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
金
殿
あ
り
。

　
　
そ
の
美
な
る
事
又
言
語
の
お
よ
ば
ざ
る
所
な
り
。
四
方
に
し
よ
つ
か
ふ
百

　
　
千
の
錦
を
か
け
た
り
。
庭
に
は
七
宝
の
砂
を
し
き
み
て
り
。
桃
李
の
は
な

　
　
お
の
つ
か
ら
咲
み
だ
れ
て
、
長
生
殿
も
か
く
や
。
我
か
の
け
し
き
に
て
、

　
　
あ
や
し
や
天
上
に
い
た
り
ぬ
る
か
と
あ
や
し
き
程
の
美
な
り
。

と
、
龍
宮
に
つ
い
て
詳
し
く
描
写
さ
れ
、
さ
ら
に
、

　
　
種
々
の
珍
味
を
さ
ゝ
げ
て
羽
山
を
饗
応
す
。
其
器
給
仕
の
男
女
等
、
皆
小

　
　
魚
を
い
た
”
ａ
き
し
物
な
り
。
諸
の
魚
精
と
見
ゆ
。

と
あ
っ
て
、
羽
山
が
龍
宮
に
て
歓
待
さ
れ
る
様
子
が
続
く
。
龍
宮
で
し
ば
ら
く

時
を
過
ご
し
て
い
る
と
、
敵
で
あ
る
鯨
が
襲
来
し
、
羽
山
は
弓
矢
を
構
え
る
。

こ
の
場
面
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

る
。
な
ぜ
舞
台
は
龍
宮
に
設
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
描
写
が
付
加
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
本
話
で
は
、
依
頼
さ
れ
て
敵
を
退
治
し
、
そ
の
舞
台
が
龍
宮
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
二
点
か
ら
は
、
俵
藤
太
伝
説
が
想
起
さ
れ
る
。
俵
藤
太
秀
郷
が
、

近
江
の
国
勢
田
の
橋
の
龍
神
に
頼
ま
れ
、
龍
宮
に
行
き
ム
カ
デ
を
退
治
す
る
話

で
あ
る
。
こ
れ
は
『
太
平
記
』
に
初
出
し
、
御
伽
草
子
の
『
俵
藤
太
物
語
』
な

ど
に
よ
っ
て
広
く
人
口
に
檜
灸
し
か
。
『
太
平
記
』
巻
第
十
五
「
三
井
寺
合
戦

井
当
寺
撞
鐘
の
事
付
俵
藤
太
が
事
」
に
は
、
龍
宮
の
様
子
と
俵
藤
太
が
ム
カ
デ

を
射
る
場
面
が
、
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二
人
共
二
湖
水
ノ
波
ヲ
分
テ
。
水
中
二
入
事
五
十
余
町
有
テ
。
一
ノ
楼
門

　
　
ア
リ
開
テ
内
へ
入
ル
ニ
瑠
璃
ノ
沙
厚
ク
。
玉
ノ
梵
暖
テ
ン
テ
。
落
花
自
績

　
　
紛
タ
リ
。
朱
楼
紫
殿
玉
欄
干
。
金
ヲ
錨
ニ
シ
銀
ヲ
柱
ト
セ
リ
。
其
壮
観
奇

　
　
麗
未
曽
テ
目
ニ
モ
不
皆
兄
。
耳
ニ
モ
聞
ザ
リ
シ
所
也
。
此
怪
シ
ゲ
ナ
リ
ツ

　
　
ル
男
。
先
内
へ
入
テ
。
須
央
ノ
間
二
衣
冠
ヲ
正
シ
ク
シ
テ
。
秀
郷
ヲ
客
位

　
　
二
請
ズ
。
左
右
侍
衛
官
前
後
花
ノ
粧
。
善
尽
シ
美
尽
セ
リ
。
酒
宴
数
刻
二

　
　
及
テ
。
夜
既
二
深
ケ
レ
（
。
敵
ノ
可

し

寄
程
二
成
ヌ
ト
。
周
章
騒
グ
。
秀

　
　
郷
（
ー
生
涯
分
間
。
身
ヲ
放
タ
テ
持
タ
リ
ケ
ル
五
人
張
ニ
セ
キ
弦
懸
テ
噛

　
　
ヒ
湿
シ
。
三
年
竹
ノ
節
近
ナ
ル
ヲ
十
五
束
三
伏
二
拵
ヘ
テ
。
鏃
ノ
中
子
ヲ

　
　
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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筈
本
迄
。
打
ト
ホ
シ
ニ
シ
タ
ル
矢
。
只
三
筋
ヲ
手
挾
ミ
テ
。
今
ヤ
く
卜

　
　
ソ
待
タ
リ
ケ
ル
。
夜
半
過
ル
程
二
。
雨
風
一
通
り
過
テ
。
電
火
ノ
激
ス
ル

羽
山
は
二
所
と
う
の
ぬ
り
丹
の
弓
に
せ
き
弦
か
け
、
十
五
そ
く
三
つ
ぶ
せ
、
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－

真
羽
に
雁
股
の
わ
た
り
八
寸
斗
な
る
こ
み
を
筈
も
と
ま
で
打
ち
込
た
る

を
、
わ
す
る
１
十
引
し
ぼ
り
、
南
無
八
幡
大
ぼ
さ
つ
と
観
念
し
て
は
な
つ

　
　
に
、
あ
や
ま
た
ず
彼
山
の
こ
と
く
な
る
も
の
の
頂
へ
は
つ
し
と
あ
た
っ
て
、

　
　
脳
を
く
だ
き
て
そ
た
ち
に
け
る
。
射
ら
れ
て
ど
う
や
う
す
る
事
お
ぼ
た
ゝ
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し
う
し
て
、
地
に
倒
る
こ
ぴ
び
き
地
震
の
ご
と
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
龍
宮
の
様

子
と
弓
矢
の
描
写
は
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
独
自
に
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
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事
隙
ナ
シ
。
暫
有
テ
。
比
良
ノ
高
峯
ノ
方
ョ
リ
。
焼
松
二
三
千
ガ
ホ
ト
ニ

　
　
行
二
燃
テ
。
中
二
嶋
ノ
如
ナ
ル
物
。
此
龍
宮
城
ヲ
指
テ
ゾ
近
付
ケ
ル
。
事

　
　
ノ
体
ヲ
能
々
見
二
。
二
行
ニ
ト
ホ
セ
ル
焼
松
（
。
皆
己
が
左
右
ノ
手
ニ
ト

　
　
モ
シ
タ
リ
ト
見
ヘ
タ
リ
。
ア
（
レ
是
（
百
足
紋
ノ
化
タ
ル
ョ
ト
心
得
テ
。

　
　
矢
比
近
ク
成
ケ
レ
（
。
件
ノ
五
人
張
二
十
五
束
三
伏
。
忘
ル
こ
訂
引
シ
ホ

　
　
リ
テ
。
眉
問
ノ
真
中
ヲ
ゾ
射
タ
リ
ケ
ル
。
（
中
略
）
嶋
ノ
如
二
有
ツ
ル

　
　
　
Ｇ
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
’
レ
⑤

　
　
物
。
倒
ル
二
日
大
地
ヲ
響
カ
セ
リ
。

と
書
か
れ
る
。
点
線
部
Ａ
～
Ｇ
が
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
と
俵
藤
太
伝
説
で
描

写
が
近
似
す
る
部
分
で
あ
る
。
Ａ
波
を
分
け
て
龍
宮
へ
向
か
う
、
Ｂ
楼
門
に
至

る
、
Ｃ
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
、
Ｄ
・
Ｅ
弓
矢
に
関
す
る
描
写
、
Ｆ
「
忘
る
る

ば
か
り
引
き
し
ぼ
り
」
の
語
、
Ｇ
敵
が
地
響
き
を
立
て
て
倒
れ
る
こ
と
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
中
で
も
Ｄ
・
Ｅ
の
弓
矢
に
関
す
る
描
写
に
注
目
し
た
い
。
標
準

の
十
二
束
に
比
べ
て
特
殊
な
大
矢
で
あ
る
「
十
五
束
三
伏
」
と
い
う
語
が
一
致

す
る
。
よ
っ
て
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
の
、
中
国
典
拠
に
拠
ら
な
い
部
分
は
、

俵
藤
太
伝
説
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
侍
の
名
で
あ
る
「
羽
山
藤
太
夫
」

も
、
俵
藤
太
の
「
藤
太
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
話
の
生
成
を
考
え
る
と
、
典
拠
で
あ
る
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
を
翻
案
す
る

際
、
頼
ま
れ
て
敵
を
退
治
す
る
こ
と
か
ら
俵
藤
太
伝
説
を
連
想
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
舞
台
が
龍
宮
に
設
定
さ
れ
、
原
話
に
は
な
か
っ
た
、
侍
が
饗
応
さ
れ
る
場

面
が
付
加
さ
れ
た
。
さ
ら
に
俵
藤
太
伝
説
を
参
考
に
し
て
、
敵
を
倒
す
場
面
の

　
　
　
　
　
近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

描
写
も
詳
し
く
な
り
、
臨
場
感
を
添
え
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
お
礼
と
し
て
も

ら
う
宝
も
、
原
話
で
の
象
牙
を
、

　
　
ふ
た
つ
の
宝
を
い
た
し
あ
と
ふ
。
そ
の
時
に
亀
か
た
り
て
い
は
く
、
「
此

う
す
衣
は
是
こ
れ
を
著
し
ぬ
れ
は
、
人
前
に
あ
り
と
い
へ
ど
も
人
知
る
事

な
し
。
又
此
槌
は
う
ち
て
の
小
槌
な
り
。
是
を
用
れ
ば
心
に
し
た
が
っ
て

　
　
万
宝
を
う
る
。
此
度
の
御
礼
に
是
を
奉
る
」

と
し
て
、
着
れ
ば
姿
の
見
え
な
く
な
る
「
う
す
衣
」
、
つ
ま
り
隠
れ
蓑
と
、
「
打

出
の
小
槌
」
に
変
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
『
大
悦
物
語
』
や
『
一
寸
法
師
』
を

は
じ
め
と
す
る
御
伽
草
子
や
謡
曲
・
狂
言
な
ど
に
も
よ
く
登
場
し
て
お
り
、
原

話
の
象
牙
に
比
べ
て
日
本
色
を
強
め
る
働
き
を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
話

は
、
中
国
説
話
を
典
拠
と
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
工
夫
に
よ
っ
て
日
本
化

を
図
り
、
日
本
の
話
に
見
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
巻
五
の
Ｉ
「
因
二
武
功
・
止
ぃ
犠
」

　
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
は
中
国
説
話
を
取
り
入
れ
る
の
に
、
『
訓
蒙
故
事
要
言
』

の
他
、
『
怪
談
全
書
』
も
利
用
し
て
い
る
。
林
羅
山
『
怪
談
全
書
』
つ
冗
禄
十
一

二
六
九
八
〉
年
刊
）
は
、
中
国
の
史
書
や
志
怪
の
書
か
ら
三
十
二
話
を
採
っ

て
翻
訳
し
た
怪
談
集
で
あ
る
。
『
怪
談
全
書
』
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
章

段
二
つ
の
う
ち
、
一
つ
目
「
因
二
武
功
・
止
ぃ
犠
」
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

　
武
田
の
軍
士
引
田
安
左
衛
門
は
、
参
州
三
方
ケ
原
の
戦
で
武
田
方
の
敗
北
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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よ
っ
て
甲
府
を
逃
れ
出
て
、
伯
者
国
汗
入
に
至
る
。
そ
こ
で
宿
の
主
人
か
ら
、

明
日
の
鎮
守
の
祭
で
一
人
の
女
子
が
人
身
御
供
に
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
不
審

に
思
い
、
翌
日
の
夜
、
宮
へ
行
く
。
生
贅
の
女
子
に
助
け
を
乞
わ
れ
た
引
田
は
、

神
の
正
体
を
暴
こ
う
と
宮
に
忍
ぶ
。
子
の
刻
に
な
り
、
怪
し
い
物
が
集
ま
っ
て

き
て
女
子
に
襲
い
か
か
っ
た
の
で
、
引
田
が
取
り
押
さ
え
る
と
正
体
は
古
狸
で

あ
っ
た
。
引
田
は
狸
を
殺
し
て
女
子
を
救
い
、
そ
の
後
は
秀
吉
に
仕
官
し
て
子

孫
は
繁
盛
し
た
。

　
こ
れ
は
、
『
怪
談
全
書
』
巻
四
の
Ｉ
「
郭
元
振
」
と
、
①
あ
る
里
に
て
、
美

し
い
女
子
を
生
贅
に
供
え
な
け
れ
ば
災
い
を
起
こ
す
と
い
う
神
の
こ
と
を
聞
く
、

②
神
は
人
に
幸
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
逆
に
人
に
害
を
な
す
は
誠
の
神
に

あ
ら
ず
と
考
え
る
、
③
問
題
の
社
へ
行
く
と
、
人
々
は
お
ら
ず
、
生
贅
の
女
子

の
み
が
泣
き
悲
し
ん
で
い
る
、
①
女
子
を
憐
れ
ん
で
、
力
を
尽
し
て
命
を
助
け

る
こ
と
を
約
束
す
る
、
⑤
女
子
は
生
贅
に
な
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
、
⑥
複
数

の
邪
神
が
や
っ
て
来
る
、
⑦
邪
神
を
と
ら
え
て
み
る
と
、
正
体
は
獣
で
あ
っ
た
、

⑧
女
子
を
伴
っ
て
そ
の
地
を
去
り
、
子
孫
ま
で
栄
え
た
、
と
い
う
展
開
が
合
致

す
る
。

　
し
か
し
、
前
述
の
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
の
二
例
の
よ
う
な
素
直
な
利
用
で
は

な
く
、
『
怪
談
全
書
』
で
は
邪
神
に
「
相
公
」
と
呼
ば
れ
た
た
め
に
、
自
分
が

の
ち
に
宰
相
に
な
る
こ
と
を
悟
る
場
面
が
あ
る
が
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は

こ
れ
は
省
か
れ
、
邪
神
を
殺
し
生
贅
を
助
け
る
こ
と
の
み
に
絞
っ
て
書
か
れ
る
。

一

一

　ｌ．

ノペ

ま
た
、
新
た
に
創
作
し
た
部
分
が
多
く
、
『
怪
談
全
書
』
と
一
致
す
る
項
目
も

順
序
を
入
れ
替
え
て
再
構
成
し
て
い
る
。
文
辞
が
近
似
す
る
例
を
挙
げ
る
と
、

③
の
箇
所
の
女
子
の
台
詞
で
、
『
怪
談
全
書
』
で
は
、

　
　
「
我
父
、
イ
マ
里
人
ノ
、
銭
五
百
貫
ヲ
受
テ
、
我
ヲ
ウ
リ
。
今
夕
、
男
女

　
　
多
ク
送
来
テ
、
酒
宴
シ
、
我
ヲ
酔
シ
メ
テ
。
此
堂
中
ニ
ス
テ
ヲ
キ
、
門
ヲ

　
　
ト
ザ
シ
テ
、
帰
去
ル
。
既
二
、
父
母
二
弁
ラ
レ
ヌ
レ
バ
、
必
ス
死
ナ
ン
コ

　
　
ト
ヲ
、
カ
ナ
シ
ミ
啼
、
ナ
ゲ
ク
ナ
リ
。
君
、
若
、
我
ヲ
タ
ス
ケ
タ
マ
（
ヾ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
④
）

　
　
君
ニ
ツ
カ
ヘ
奉
ン

と
書
か
れ
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は
、

「
父
は
ゝ
に
は
お
ん
み
つ
し
て
、

づ
此
里
人
の
銭
五
貫
文
に
我
身
を
う
り

　
　
－

　
　
て
、
父
は
ゝ
の
か
た
へ
ひ
そ
か
に
お
く
り
、
た
つ
ぎ
の
助
と
な
し
、
今
宵

　
　
悪
れ
い
の
た
め
に
命
を
お
と
さ
ん
と
す
。
君
も
し
我
命
を
た
す
け
給
は
八

　
　
な
が
く
仕
へ
奉
ら
ん

と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
・
Ｂ
の
語
句
を
似
せ
た
上
で
、
原
話
で
は
、
父
母
に
売
ら

れ
て
生
贅
に
さ
れ
た
と
書
か
れ
る
の
を
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は
、
女
子
自

ら
の
意
志
で
、
貧
し
い
父
母
に
金
を
贈
る
た
め
に
身
を
売
っ
た
と
い
う
孝
行
の

美
談
に
変
え
て
い
る
。

　
一
方
、
⑥
の
複
数
の
邪
神
に
関
す
る
描
写
で
は
、
『
怪
談
全
書
』
は
「
車
馬

ニ
ノ
リ
タ
ル
モ
ノ
」
「
紫
衣
キ
タ
ル
モ
ノ
」
「
黄
衣
ノ
モ
ノ
」
の
よ
う
に
様
子
や

衣
の
色
で
邪
神
を
区
別
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
は
、



引
田
す
は
や
と
う
か
ゞ
ひ
見
る
に
、
そ
の
面
猿
の
ご
と
く
に
し
て
、
青
き

じ
や
う
衣
を
着
し
、
長
五
尺
斗
な
る
も
の
、
は
ひ
で
ん
に
あ
が
り
、
座
上

に
坐
し
た
り
。
又
そ
の
面
熊
の
ご
と
く
に
て
、
身
体
人
の
ご
と
く
な
る
も

の
あ
り
。
異
類
い
ぎ
や
う
の
ば
け
物
、
み
な
庭
に
な
み
居
た
り
。
や
ー
し

ば
ら
く
あ
っ
て
又
来
る
物
あ
り
。
長
四
尺
斗
、
身
体
さ
と
く
し
て
、
い
づ

れ
あ
や
し
き
物
、
是
も
拝
殿
に
あ
が
り
・
ぬ
。
座
定
ま
っ
て
後
、
猿
の
面
な

る
も
の
申
け
る
は
、
「
我
此
所
に
あ
っ
て
久
し
く
犠
を
請
る
事
、
是
し
か

し
な
が
ら
各
我
威
を
た
す
け
て
、
わ
ざ
は
ひ
を
な
す
ゆ
へ
也
。
い
そ
き
牲

を
わ
け
あ
た
へ
ん
。
」
そ
れ
へ
と
げ
じ
な
せ
は
、
熊
の
こ
と
く
な
る
物
、

　
　
狼
の
か
た
ち
成
る
も
の
お
の
く
立
て
、
大
き
成
る
ま
な
板
に
庖
丁
取
そ

　
　
へ
庭
に
な
を
し
、
扨
か
の
女
子
を
引
出
さ
ん
と
す
。

と
し
て
、
獣
の
名
で
区
別
す
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
『
怪

談
全
書
』
の
他
の
章
段
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
巻
五
の
三
「
巴
西
侯
」

で
あ
る
。
こ
れ
も
獣
の
化
け
た
邪
神
た
ち
が
人
を
食
お
う
と
し
て
退
治
さ
れ
る

話
で
、
邪
神
の
正
体
が
わ
か
る
場
面
は
、

一
ノ
大
猿
、
形
人
ノ
ゴ
ト
ク
テ
ン
テ
、
酔
テ
地
二
伏
ス
。
是
、
巴
西
侯
ナ

　
　
　
　
　
　
ー

リ
。
又
、
一
ノ
熊
、
前
二
伏
ス
、
コ
レ
六
雄
将
ナ
リ
。
又
、
其
マ
ヘ
ニ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

白
キ
項
ノ
虎
、
酔
テ
伏
ス
、
コ
レ
白
額
侯
ナ
リ
。
一
の
狼
ア
リ
、
是
、
洽

浪
君
ナ
リ
。
又
、
一
ノ
豹
ア
リ
、
是
、
五
豹
将
ナ
リ
。
又
、
一
の
痙
、
一

ノ
狐
ア
リ
、
其
前
二
伏
ス
、
コ
レ
鍾
鹿
侯
、
玄
丘
校
尉
ナ
リ
。
皆
同
ク
酔

　
　
　
近
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集
と
中
国
説
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伏
シ
テ
、
正
体
ナ
シ
。

と
書
か
れ
、
大
猿
、
熊
、
虎
、
狼
、
豹
、
鹿
、
狐
の
名
が
連
な
る
。
『
拾
遺
御

伽
婢
子
』
の
、
猿
、
熊
、
狼
の
記
述
は
、
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

作
者
は
、
『
怪
談
全
書
』
の
「
郭
元
振
」
を
翻
案
す
る
際
、
同
じ
よ
う
な
獣
の

邪
神
の
怪
異
を
扱
う
「
巴
西
侯
」
を
も
取
り
入
れ
て
、
「
因
二
武
功
往
診
犠
」
を

創
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
話
で
興
味
深
い
の
は
、
時
期
設
定
で
あ
る
。
『
怪
談
全
書
』
で
は
出
来
事

の
日
時
に
つ
い
て
は
書
か
れ
な
い
が
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は
、
神
無
月
の

こ
と
と
設
定
さ
れ
、
引
田
は
、

　
　
神
明
の
祭
は
、
大
か
た
正
五
九
月
も
ち
ゆ
、
よ
月
を
も
ち
ゆ
る
事
ま
れ
な

　
　
り
。
取
わ
け
神
無
月
は
、
神
事
祭
礼
に
も
ち
い
ず
と
聞

と
不
審
を
抱
く
。
た
と
え
ば
『
徒
然
草
』
第
二
〇
二
段
に
も
、

　
　
十
月
を
神
無
月
と
言
ひ
て
、
神
事
に
は
ば
か
る
べ
き
よ
し
は
、
記
し
た
る

　
　
物
な
し
。
も
と
文
も
見
え
ず
。
但
し
、
当
月
、
諸
社
の
祭
な
き
故
に
、
こ

　
　
の
名
あ
る
か
。

と
書
か
れ
て
お
り
、
は
っ
き
り
文
献
に
は
記
さ
れ
な
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
神

無
月
に
神
事
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
い
う
慣
習
を
受
け
て
、

敢
え
て
神
無
月
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
初
め
か
ら
、
生
贅
を
求
め
る
鎮
守
の
神

が
誠
の
神
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
風
俗
に
合
わ
せ

た
工
夫
だ
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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こ
こ
ま
で
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
の
三
話
を
挙
げ
、
人
物
、
場
所
、
日
時
な

ど
の
巧
み
な
設
定
に
よ
っ
て
日
本
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ

う
し
た
典
拠
に
関
わ
ら
な
い
部
分
に
こ
そ
、
作
者
の
工
夫
が
う
か
が
え
、
注
目

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

四
、
巻
二
の
Ｉ
「
遊
魂
之
契
」

第
三
節
ま
で
、
場
面
設
定
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
他
に
日
本
化
を
図
る

手
段
と
し
て
、
古
歌
の
挿
入
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
巻
二
の
Ｉ

「
遊
魂
之
契
」
は
、
麻
生
磯
次
氏
に
よ
っ
て
『
離
魂
記
』
の
翻
案
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
進
之
丞
と
い
う
若
者
に
恋
焦
が
れ
た
娘
の
魂
が
抜
け
出

て
、
体
は
親
元
に
あ
り
な
が
ら
、
魂
の
み
が
進
之
丞
の
も
と
に
通
い
、
子
を
な
　
　
と

す
と
い
う
話
で
あ
る
。
娘
は
ま
ず
進
之
丞
に
文
を
送
る
の
だ
が
、
そ
の
文
に
は
、

な
が
ら
へ
ば
扨
も
あ
ふ
世
の
た
の
み
と
て
猶
お
し
ま
る
ふ
ぺ
い
の
ち
か
な

と
は
、
い
ま
だ
頼
あ
る
心
と
こ
そ
思
ひ
侍
れ
フ
っ
き
身
は
か
た
様
へ
朝
が

ほ
の
日
か
げ
待
ま
の
露
の
い
の
ち
、
き
ゆ
る
を
ま
つ
事
に
て
候
、
む
か
し

ー
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

男
加
茂
の
河
な
み
に
ち
か
ひ
て
、
神
は
請
ず
や
と
い
ひ
し
ふ
る
事
も
心
な

く
、
詠
人
の
恋
ぢ
を
き
ゝ
て
も
、
さ
ま
で
哀
な
る
さ
ま
に
お
も
は
ざ
り
し

が
、
今
此
身
に
思
ひ
し
り
、
忍
ぶ
思
ひ
の
つ
ら
さ
、
せ
め
て
あ
わ
れ
と
と

わ
せ
給
へ
か
し
。
人
め
の
せ
き
に
さ
へ
ら
れ
、
心
の
か
ど
と
ぢ
て
く
ら
し
、

心
の
だ
け
思
召
知
り
給
へ
。

二
八

物
思
ふ
沼
の
は
て
の
い
か
な
ら
ん
逢
を
か
ぎ
り
の
な
く
て
や
み
な
ば

つ
ら
か
ら
ば
猶
う
っ
せ
み
の
身
を
か
へ
て
後
の
世
ま
で
や
人
を
恋
ま
し

と
書
か
れ
る
。
歌
が
三
首
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
①
②
③
の
歌
は

す
べ
て
、
『
新
後
撰
和
歌
集
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
三
首
と
も
『
新
後
撰
和

歌
集
』
巻
十
二
恋
歌
二
に
、
収
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
②
と
③
の
歌
は
載
る
位

置
も
近
い
。
そ
し
て
、
二
人
の
逢
瀬
の
場
面
で
も
、

　
　
進
之
丞
情
の
色
に
心
と
け
て
、
其
夜
よ
り
二
つ
ふ
す
ま
に
枕
を
な
ら
べ
、

　
　
こ
し
か
た
ゆ
く
す
ゑ
を
う
ち
物
語
に
、
夏
の
夜
の
な
ら
ひ
、
く
だ
か
け
の

　
　
馨
と
と
も
に
、
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
沼
な
が
ら
立
わ
か
る
？
と
て
、
娘

も
ら
す
な
よ
道
の
笹
原
ふ
み
わ
け
し
Ｉ
よ
の
ふ
し
の
露
の
手
枕

な
く
く
詠
じ
け
る
を
聞
て
、
し
ん
の
丞

わ
け
わ
か
ぬ
袖
の
わ
か
れ
の
し
の
ぐ
の
に
な
み
だ
お
ち
そ
ふ
道
柴
の
露

と
、
か
よ
ふ
に
詠
じ
つ
工
旦
わ
か
れ
け
る
が
、
娘
庭
に
お
る
？
ご
思
へ
ば
、
た

ち
ま
ち
き
へ
う
せ
て
、
又
宵
の
火
草
村
よ
し
た
っ
て
、
」
ぜ
ん
く
と
空
に
の

ぽ
り
、
行
衛
な
く
な
り
ぬ
。

の
よ
う
に
、
和
歌
が
詠
み
交
わ
さ
れ
る
。
こ
の
④
⑤
の
歌
も
、
『
新
後
撰
和
歌

集
』
巻
十
三
恋
歌
三
に
、
隣
り
合
っ
て
載
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
歌
を

引
用
し
て
、
登
場
人
物
の
詠
歌
の
よ
う
に
し
て
挿
入
す
る
こ
と
は
、
中
国
臭
さ

を
消
し
去
り
、
日
本
化
す
る
の
に
効
果
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
方

法
は
『
伽
婢
子
』
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
冨
士
昭
雄
氏
「
伽
婢
子
の

ゝ⑤ ④ ③



方
法
」
（
「
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
」
十
、
▽
几
六
六
年
二
月
）
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
は
、
中
国
説
話
を
用
い
る
と
い
う

素
材
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
そ
の
素
材
を
日
本
の
怪
談
に
仕
立
て
上
げ
る
創

作
方
法
に
お
い
て
も
、
『
伽
婢
子
』
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
作
品
だ
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、
古
歌
の
挿
入
の
他
に
も
う
一
点
、
点
線
部
分
「
む
か
し
男
加
茂
の

河
な
み
に
ち
か
ひ
て
、
神
は
請
ず
や
と
い
ひ
し
ふ
る
事
」
に
も
注
目
し
た
い
。

こ
れ
は
、
「
む
か
し
男
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
五
段
で
、

男
が
、
恋
を
許
さ
れ
な
い
立
場
の
女
へ
の
思
い
を
断
ち
切
る
べ
く
、
河
原
で
祓

え
を
行
い
。

　
　
恋
せ
じ
と
み
た
ら
し
河
に
せ
し
み
そ
ぎ
神
は
う
け
ず
も
な
り
に
け
る
か
な

と
詠
ん
だ
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
「
み
た
ら
し
河
」
は
本
来
特
定
の
神
社
の

川
を
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
賀
茂
社
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、

賀
茂
社
の
御
手
洗
川
が
歌
枕
と
し
て
固
定
し
た
。
よ
っ
て
「
か
茂
の
河
な
み
に

ち
か
ひ
て
神
は
請
ず
や
と
い
ひ
し
」
と
は
、
こ
の
「
恋
せ
じ
と
…
」
の
歌
を
下

敷
き
に
し
て
お
り
、
「
む
か
し
男
」
の
名
を
出
す
こ
と
で
、
『
伊
勢
物
語
』
を
は

っ
き
り
と
想
起
さ
せ
る
。
こ
れ
も
古
歌
と
並
ん
で
、
日
本
色
を
強
め
る
効
果
が

あ
ろ
う
。
本
話
で
は
、
古
歌
及
び
古
典
の
引
用
に
よ
っ
て
、
日
本
化
を
図
る
と

と
も
に
、
情
趣
を
添
え
、
中
国
説
話
を
日
本
の
文
学
へ
と
作
り
変
え
て
い
る
。

近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

五
、
巻
一
の
三
「
毒
蛇
化
ぃ
人
契
」

　
前
節
で
は
、
先
行
研
究
で
す
で
に
原
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
章
段
の
、
創
作
方

法
へ
と
目
を
向
け
、
古
歌
・
古
典
の
挿
入
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
再
び

『
怪
談
全
書
』
利
用
の
指
摘
へ
と
戻
り
た
い
。
こ
こ
で
も
古
歌
・
古
典
の
引
用

が
見
ら
れ
る
。
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
巻
一
の
三
「
毒
蛇
化
ぃ
人
契
」
の
梗
概
を
次

に
挙
げ
る
。

　
陶
尾
張
守
の
一
族
で
あ
る
佐
田
源
内
は
、
志
賀
の
山
桜
を
見
物
に
行
く
。
そ

こ
で
舟
遊
び
を
す
る
女
に
出
会
い
、
女
の
素
性
を
問
う
と
、
毛
利
家
に
仕
え
て

い
た
者
の
娘
だ
と
言
う
。
源
内
は
女
の
家
に
誘
わ
れ
契
り
・
を
交
わ
す
。
明
け
方

家
鳴
り
が
し
て
気
が
付
く
と
、
源
内
は
岩
窟
の
中
に
坐
し
て
い
た
。
宿
へ
帰
っ

た
源
内
は
患
い
つ
き
、
二
枚
明
け
る
と
身
の
肉
が
溶
け
て
、
白
骨
と
な
っ
て
死

ん
だ
。
一
族
の
者
が
女
の
家
を
探
し
当
て
る
と
、
洞
の
中
に
毒
蛇
の
わ
だ
か
ま

る
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
『
怪
談
全
書
』
巻
二
の
Ｉ
「
李
珀
」
と
、
①
女
の
使
い
の
者
が
来

て
ブ
王
人
で
あ
る
女
の
元
へ
誘
わ
れ
る
、
②
女
の
家
に
行
き
、
女
と
契
り
を
交

わ
す
、
③
家
に
帰
り
、
患
い
つ
い
て
死
に
至
る
、
①
女
の
家
と
思
し
き
あ
た
り

か
ら
、
毒
蛇
の
わ
だ
か
ま
る
跡
が
発
見
さ
れ
る
、
の
展
開
を
同
じ
く
す
る
。
特

に
、
④
の
部
分
が
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
で
は
、

　
　
一
族
皆
々
不
審
を
為
し
て
、
彼
の
下
部
の
案
内
に
て
、
さ
き
の
所
を
尋
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

見
る
に
、
石
山
の
麓
海
辺
へ
さ
し
出
で
た
る
所
に
、
い
う
こ
く
遥
か
に
尋

　
　
ね
入
り
て
一
つ
の
洞
あ
り
。
さ
し
入
つ
て
見
る
に
、
毒
蛇
の
わ
だ
か
ま
り

　
　
た
る
跡
あ
り
、
誠
に
不
思
議
な
る
化
異
な
り
。

『
怪
談
全
書
』
で
は
、

　
　
家
人
、
イ
ソ
ギ
人
ヲ
相
具
シ
、
昨
夜
ノ
処
へ
行
テ
見
レ
（
、
枯
タ
ル
槐
樹

　
　
ノ
中
二
、
大
地
幡
タ
ル
跡
ア
リ
。

と
書
か
れ
て
お
り
・
、
男
が
死
ん
だ
の
ち
、
家
の
者
が
昨
夜
男
の
泊
ま
っ
た
家
を

探
し
、
蛇
の
跡
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
女
の
正
体
を
示
す
と
い
う
特
徴
的
な
結

末
が
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
箇
所
一
つ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
拾

遺
御
伽
婢
子
』
の
描
写
の
ほ
う
が
、
遥
か
に
詳
し
い
。
本
文
全
体
を
比
べ
て
み

て
も
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
は
原
話
を
か
な
り
肉
付
け
し
、
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

る
。
例
え
ば
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
の
冒
頭
は
、

　
　
去
し
い
に
し
へ
佐
田
源
内
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
陶
尾
張
守
が
Ｉ
族
た
り
。

　
　
尾
張
守
亡
て
後
、
近
江
国
た
な
か
み
と
い
ふ
所
に
住
け
る
が
、
家
貧
か
ら

ず
、
色
好
み
の
聞
へ
あ
り
。
好
心
か
ら
定
る
妻
も
な
く
独
の
み
住
け
る
。

弥
生
始
の
頃
な
れ
ば
、
四
方
の
山
々
雪
打
と
け
て
、
霞
し
く
遠
山
の
し
げ

み
に
、
初
桜
の
処
々
咲
け
じ
め
た
る
け
は
ひ
、
園
く
れ
竹
に
鶯
の
ま
だ
里

な
れ
ぬ
ひ
と
声
も
、
春
め
き
た
る
け
し
き
に
い
ざ
な
わ
れ
て
、
僕
に
破
龍
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や
う
の
物
も
た
せ
て
、
む
か
し
な
が
ら
の
山
桜
と
い
ひ
し
志
賀
の
花
見
ん

と
て
、
友
達
二
人
三
人
伴
ひ
、
志
賀
に
行
、
辛
崎
の
辺
に
終
日
脱
敷
て
、

Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

酒
う
ち
の
み
連
歌
な
ど
し
て
け
り
。
誠
に
千
金
に
か
へ
じ
と
い
ひ
し
春
の

日
も
、
は
や
夕
陽
に
か
た
ふ
け
は
、
さ
く
ら
花
手
折
家
つ
と
し
、
い
さ
や

帰
ら
ん
と
て
、
源
内
古
事
な
が
ら
、

　
　
桜
花
手
ご
と
に
折
て
帰
る
を
は
春
の
行
と
や
人
は
見
る
ら
ん

　
　
　
と
う
ち
た
わ
む
れ
帰
り
け
る
が
、
瀬
田
辺
に
て
源
内
小
用
に
跡
へ
さ
か

　
　
り
け
る
内
、
友
と
ち
は
は
る
か
行
過
ぬ
。

で
始
ま
る
。
『
怪
談
全
書
』
で
は
、
李
珀
の
人
と
な
り
・
に
つ
い
て
全
く
書
か
れ

な
い
の
に
対
し
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
の
佐
田
源
内
は
、
陶
尾
張
守
の
一
族
と

い
う
出
自
の
他
に
、
傍
線
部
分
の
よ
う
な
説
明
が
付
さ
れ
、
花
見
で
出
会
っ
た

女
を
見
初
め
、
女
の
家
に
つ
い
て
行
く
こ
と
が
不
自
然
で
な
い
よ
う
、
「
色
好

み
」
と
い
う
性
格
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
景
色
の
詳
し
い
描
写
が

続
い
た
後
、
点
線
部
Ａ
「
む
か
し
な
が
ら
の
山
桜
と
い
ひ
し
志
賀
の
花
見
ん
」

だ
が
、
こ
れ
は
『
千
載
和
歌
集
』
巻
一
春
歌
上
に
収
め
ら
れ
る
歌
「
さ
ヾ
浪
や

志
賀
の
み
や
こ
は
あ
れ
に
し
を
む
か
し
な
が
ら
の
山
ざ
く
ら
か
な
」
を
ふ
ま
え

た
表
現
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
源
内
が
口
ず
さ
む
、
点
線
部
Ｂ
「
桜
花
手
ご
と
に

折
て
帰
る
を
は
春
の
行
と
や
人
は
見
る
ら
ん
」
も
、
『
詞
花
和
歌
集
』
巻
一
春

に
載
る
歌
を
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
②
の
、
蛇
の
化
け
た
女
と
契
り
を
交
わ
す
場
面
で
は
、

し
ば
し
し
て
十
二
三
計
な
る
女
の
わ
ら
は
に
手
燭
さ
ゝ
せ
て
、
彼
む
す
め

き
た
り
ね
や
に
入
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と
あ
る
。
『
怪
談
全
書
』
で
は

　
　
夜
二
入
テ
、
年
、
十
五
六
許
ノ
女
、
ミ
メ
ヨ
キ
ガ
。
白
衣
ヲ
著
テ
、
出
テ

　
　
了
ベ
ユ
、
李
珀
、
歓
喜
ノ
余
リ
、
止
テ
ー
宿
ス
。

と
書
か
れ
る
の
み
で
、
童
は
登
場
し
な
い
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
「
遊
魂
之

契
」
で
は
確
実
に
『
伊
勢
物
語
』
を
ふ
ま
え
た
部
分
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
源

内
が
「
色
好
み
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
も
、
『
伊

勢
物
語
』
第
六
十
九
段
の
、
斎
宮
が
男
の
寝
所
へ
忍
ぶ
場
面
の
、

　
　
月
の
お
ぼ
ろ
な
る
に
、
小
さ
き
童
を
さ
き
に
立
て
て
人
立
て
り
。

を
下
敷
き
に
し
た
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
の
方
か
ら
男
の
元
へ
行
く
場

面
と
し
て
、
宣
（
っ
先
に
想
起
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
は
、
『
伊
勢
物
語
』
の
斎
宮

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
倣
い
、
女
を
先
導
す
る
童
の
こ
と
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
本
話
も
、
古
歌
及
び
古
典
を
織
り
込
む
こ
と
で
日
本
色
を
強
め
、
文

章
も
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
今
回
、
近
世
怪
談
本
の
中
で
、
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
を
取
り
上
げ
、
新
た
な

中
国
典
拠
と
し
て
、
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
と
『
怪
談
全
書
』
か
ら
計
四
話
を
指

摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
典
拠
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
結
果
、
作

者
が
巧
み
な
場
面
設
定
と
古
歌
及
び
古
典
の
引
用
に
よ
っ
て
、
中
国
説
話
の
日

本
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
　
近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

　
近
世
怪
談
本
に
お
け
る
中
国
文
学
の
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
仮
名
草
子

『
伽
婢
子
』
と
、
上
田
秋
成
・
都
賀
庭
鐘
ら
の
前
期
読
本
に
集
中
し
て
い
る
感

が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
作
品
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
典

拠
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
扱
っ
た
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』

の
よ
う
に
、
創
作
方
法
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
、
興
味
深
い
作
品
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
従
来
の
文
学
史
的
分
類
に
拘
泥
し
す
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
光

を
当
て
、
典
拠
調
査
か
ら
先
へ
進
ん
で
作
者
の
創
作
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
作

品
の
面
白
さ
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

注①
　
引
用
は
、
国
会
図
書
館
蔵
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
（
１
４
３
－
７
－
１
３
）
に
よ
る

　
が
、
読
解
の
便
を
図
り
、
句
読
点
と
括
弧
を
施
し
た
。
以
下
の
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』

　
本
文
の
引
用
も
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。

②
　
引
用
は
、
江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
大
系
３
『
和
製
類
書
集
』
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇

　
〇
一
年
）
に
よ
る
。
以
下
の
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
本
文
の
引
用
も
す
べ
て
同
様
で
あ

　
る
。

③
　
引
用
は
、
中
之
島
図
書
館
蔵
『
皿
太
平
記
』
（
３
２
４
、
２
－
４
－
３
）
（
寛
文
十

　
一
年
刊
）
に
よ
る
。

①
　
引
用
は
、
『
仮
名
草
子
集
成
第
十
二
巻
』
（
東
京
堂
出
版
、
▽
几
九
一
年
）
に
よ
る
。

　
以
下
の
『
怪
談
全
書
』
本
文
の
引
用
も
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。

三
一




